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は
じ
め
に

　

「
道
器
」
は
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
あ
る
「
是
故
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而

下
者
謂
之
器
」
（
形
而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下
な
る
者　

之
を

器
と
謂
ふ
）
と
い
う
記
述
か
ら
く
る
概
念
で
あ
り
、
今
は
中
国
哲
学
研
究
に
お

け
る
重
要
な
議
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
の
哲
学
研
究
で
は

本
体
論
が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
道
器
」を
検
討
す
る
際
に
は
、「
道
」と
「
器
」

を
「
無
形
・
有
形
」
と
し
て
と
ら
え
、
「
道
」
を
本
体
と
し
て
、
「
器
」
を
現
象

と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。
陳
贇
は
、
研
究
者
が
宋
明
理
学
の
影
響
を
受
け

て
「
道
器
」
を
「
理
気
」
で
理
解
し
て
い
る
が
、
「
道
器
」
が
提
起
さ
れ
る
文

脈
を
見
落
と
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
、
「
道
器
」
が
宇
宙
観
を
論
じ
る

概
念
で
は
な
く
、
人
間
の
生
き
様
を
描
く
も
の
だ
と
考
え
る

（
２
）

。
陳
屹
は
さ
ら
に
、

漢
・
唐
の
宇
宙
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
「
道
先
器
後
」
説
、
宋
・
明
の
本
体

論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
「
道
器
不
離
」
説
、
明
・
清
の
生
存
論
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
で
あ
る
「
器
先
道
後
」
説
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る

（
３
）

。
そ

し
て
夏
芬
に
よ
れ
ば
、
歴
代
の
学
者
は
「
無
・
有
」
、
「
体
・
用
」
、
そ
し
て
「
言

語
規
則
」
と
い
う
三
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
「
道
」
と
「
器
」
を
議
論
し
て
き
た

と
纏
め
て
い
る

（
４
）

。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
全
体
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
「
道
器
」

を
め
ぐ
っ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
清
代
の
漢
易
学
者
た
ち
は
、
「
道
器
」
に
つ
い
て
、
上
の
指
摘
と

は
別
の
考
え
を
展
開
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
考
え
は
従
来
の
説
と

は
異
な
る
独
特
な
も
の
で
あ
り
、
漢
代
と
清
代
の
考
え
方
を
合
わ
せ
持
つ
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
先
人
の
「
道
器
説
」
を
再
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
そ

の
内
容
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

一
、
従
来
の
道
器
説

　

「
形
而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下
な
る
者　

之
を
器
と
謂
ふ
」は
、

『
易
経
・
繋
辞
上
』
に
示
さ
れ
た
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
は
じ
め
て
「
形
而
上
」
と
「
形

而
下
」
を
は
っ
き
り
分
け
て
論
じ
る
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
中
国
古
典
思
想
の
一
里

塚
的
な
論
断
で
あ
り
、
中
国
哲
学
の
最
も
中
心
的
な
命
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。

「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
か
、
そ
の
間
に
ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
か
は
、
中
国
哲
学
研
究
の
重
要
な
論
題
と
な
っ
て
い
る
。

清代漢易学者の道器説について

　
　
　

清
代
漢
易
学
者
の
道
器
説
に
つ
い
て（

１
）

陳　
　

江　
　

月
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こ
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
張
岱
年
は
『
中
国
哲
学
大
綱
』
に
お
い
て
、「
形

而
上
す
な
わ
ち
形
に
超
し
て
、
有
形
の
義
な
し
」
と
指
摘
す
る

（
５
）

。
つ
ま
り
「
形

而
上
」
の
者
は
形
体
を
も
た
ず
、
形
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
代
易
学
の
大
家
で
あ
る
余
敦
康
も
「
形
と
は
、
形
の
こ
と
で
あ
る
。
形
而
上

と
は
、
形
体
の
外
に
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
超
経
験
界
あ
る
い
は
本
体
界
を
超

え
た
、
抽
象
的
で
感
性
で
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

（
６
）

。
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
説
は
共
に
形
を
持
つ
か
ど
う
か
を
、
「
形
而
上
」
と
「
形

而
下
」
を
区
別
す
る
鍵
だ
と
見
て
お
り
、
そ
こ
で
「
形
而
上
」
の
「
道
」
は
抽

象
的
な
も
の
で
あ
り
、
感
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
「
形
而
上
」
の
「
道
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。
宋

明
理
学
で
は
そ
れ
を
「
抽
象
的
な
原
則
・
理
体
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
形
而
上
」

と
「
形
而
下
」
の
限
界
を
分
別
す
る
た
め
、
横
渠
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

程
顥
は
、
「
清
虚
一
大
」
を
以
っ
て
「
天
道
」
と
す
れ
ば
、
則
ち
「
器
」
に
言

及
し
、
「
道
」
に
渉
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る

（
７
）

。
こ
の
「
清
虚
一
大
」
説
は
張

載
の
持
論
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
程
顥
は
「
形
而
上
の
道
」
は
無
形
で
あ
る
ば
か

り
か
、
ま
だ
分
化
し
て
い
な
い
「
元
気
」
「
太
虚
」
の
よ
う
な
物
質
的
存
在
で

は
な
く
、
抽
象
的
な
物
理
体
で
し
か
な
い
と
考
え
る
。
程
顥
の
「
道
」
と
「
器
」

の
統
一
性
を
示
す
こ
と
に
重
き
を
置
く
の
と
違
い

（
８
）

、
程
頤
は
「
一
陰
一
陽
之
謂

道
」
を
解
釈
す
る
時
、
特
に
「
所
以
」
の
二
字
を
つ
か
み
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
形
を
持
つ
陰
陽
二
気
を
「
形
而
下
」
だ
と
言
い
、
「
所
以
陰
陽
」
者
を
「
形

而
上
」
だ
と
言
う

（
９
）

。
し
た
が
っ
て
、
「
道
」
と
「
器
」
の
関
係
に
お
い
て
、
陰

陽
は
「
形
而
下
」
の
「
気
」
で
あ
り
、
「
道
」
は
陰
陽
が
存
在
・
作
動
す
る
所

以
で
あ
る
「
形
而
上
」
の
「
理
」
で
あ
る
。

　

程
顥
と
程
頤
の
「
道-

理-

形
而
上
」
と
「
器-

気-

形
而
下
」
の
枠
組
み

を
受
続
き
、
理
学
の
集
大
成
者
で
あ
る
朱
熹
は
天
地
万
物
が
悉
く
「
形
而
上
」

の
「
理
」
と
「
形
而
下
」
の
「
気
」
の
結
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
「
道
・
理
」
は
「
物
の
本
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち

万
物
が
発
生
す
る
根
拠
、
理
則
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
器
・
気
」
は
「
物
の
具
」

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
万
物
は
物
質
的
気
を
材
料
に
初
め
て
生
成
す
る
の
で
あ

る
（
（1
（

。
「
道
」
は
根
拠
・
本
体
と
し
て
優
先
的
、
主
導
的
な
位
置
に
あ
り
、
「
気
」

の
働
き
の
原
則
で
あ
り
、
万
物
生
成
の
理
拠
で
あ
る
。
程
・
朱
の
視
点
に
お
い
て
、

「
形
而
上
」
の
「
道
」
は
無
形
の
「
元
気
」
で
は
な
い
。
そ
こ
で
宇
宙
論
的
解

釈
方
向
は
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
、
本
体
論
的
方
法
で
「
道
」
を
「
理
体
」
と
解

釈
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

張
載
は
「
形
而
上
に
形
体
な
し
」「
道
に
形
跡
な
し
」と
説
明
し
、こ
こ
で
は
「
形

が
あ
る
」
こ
と
は
依
然
と
し
て
「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
を
分
け
る
鍵
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
二
程
・
朱
熹
と
の
違
い
と
し
て
、
張
載
は
「
有
」
と
「
無
」

が
「
気
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、「
気
」
を
自
然
に
発
生
さ
せ
る
「
無
」
を
「
道
」

だ
と
考
え
た

（
（1
（

。
「
気
」
は
「
形
而
下
」
の
「
有
」
に
止
ま
ら
ず
、
「
形
而
上
」
の

「
無
」
を
含
む
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
張
載
が
理
解
す
る
「
形
而
上
」
は
程
・

朱
が
見
る
「
気
」
に
独
立
す
る
「
理
体
」
で
は
な
い
。
一
方
、
形
の
あ
る
「
気
」

は
そ
の
形
が
生
成
す
る
前
の
状
態
を
「
無
」
と
称
し
、
ま
た
「
道
」
と
も
称
す
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
「
形
而
上
」
の
も
の
は
形
の
あ
る
物
質
（
気
）
だ
け
を
排
除
す

る
必
要
が
あ
り
、
形
の
な
い
物
質
（
太
虚
）
を
排
除
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ

で
、
張
載
の
い
わ
ゆ
る
「
形
而
上
」
は
無
形
で
あ
る
が
、
物
質
で
あ
り
、
「
形

而
下
」
と
の
違
い
は
、
目
に
見
え
る
か
見
え
な
い
か
と
い
う
隠
見
の
別
だ
け
で

あ
る
。
そ
し
て
、
有
形
の
「
気
」
は
無
形
の
「
太
虚
」
か
ら
く
る
か
ら
、「
太
虚
」

は
有
形
の
「
気
」
の
本
源
と
な
り
、
形
而
上
の
「
道
」
は
依
然
と
し
て
優
位
に

位
置
す
る
の
で
あ
る
。
現
代
哲
学
研
究
の
枠
組
み
か
ら
す
れ
ば
、
張
載
の
理
解

は
宇
宙
生
成
論
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
関
学
の
宇
宙
論
的
議
論
と
、
洛
学
の
本
体
論
的
議
論
を
整
理

し
て
き
て
か
ら
、
孔
穎
達
の
説
を
再
検
討
す
る
と
、
そ
れ
を
宇
宙
論
だ
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。
彼
の
注
釈
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

是
の
故
に
「
形
而
上
な
る
者
、
こ
れ
を
道
と
謂
い
、
形
而
下
な
る
者
、

こ
れ
を
器
と
謂
う
」
と
は
、
道
は
是
れ
無
体
の
名
、
形
は
是
れ
有
質
の
称
。

凡
そ
有 

無
よ
り
て
生
じ
、
形 

道
よ
り
て
立
つ
は
、
是
れ
道
を
先
に
し
て

形
を
後
に
し
、
是
れ
道　

形
の
上
に
在
り
、
形 

道
の
下
に
在
り
。
故
に

形
外
よ
り
已
上
な
る
者 
之
を
道
と
謂
ふ
な
り
、
形
内
よ
り
下
な
る
者
之

を
器
と
謂
ふ
な
り
。
形 

道
器
両
畔
の
際
に
処
る
と
雖
も
、
形
は
器
に
在
り
、

道
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
既
に
形
質
有
れ
ば
、
器
用
に
為
す
べ
し
、
故
に
「
形

而
下
な
る
者
之
を
器
と
謂
ふ
」
と
云
ふ
な
り

（
（1
（

。 

　

孔
穎
達
は
や
は
り
「
形
体
」
を
分
別
の
基
準
と
し
、
「
有
・
無
」
で
解
釈
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
「
有
は
無
か
ら
生
ま
れ
る
」
こ
と
で
「
道
」

と
「
形
」・「
器
」
の
関
係
を
説
明
す
る
際
、「
形
而
上
」
の
「
道
」
が
「
形
而
下
」

の
「
器
」を
生
ん
だ
と
言
う
こ
と
は
、
確
実
的
な
宇
宙
生
成
論
的
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
形
而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下
な
る
者　

之

を
器
と
謂
ふ
」
に
対
す
る
二
つ
の
理
解
を
考
察
し
て
き
た
。
一
つ
は
程
・
朱
に

よ
る
本
体
論
的
理
解
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
孔
穎
達
と
張
載
に
よ
る
宇
宙
論
的

理
解
で
あ
る
。
両
方
の
理
解
に
お
い
て
、
「
形
而
上
」
の
「
道
」
の
意
味
理
解

に
つ
い
て
意
見
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
形
を
持
つ
か
ど
う
か
を
「
形
而
上
」
と

「
形
而
下
」
を
区
別
す
る
、
ま
た
「
道
」
が
主
導
的
地
位
に
あ
る
面
に
お
い
て
、

意
見
が
一
致
し
た
。
そ
こ
で
、
中
国
哲
学
史
に
は
そ
れ
に
反
対
す
る
意
見
が
あ
っ

た
の
か
。
答
え
は
肯
定
的
で
あ
り
、
例
え
ば
明
清
時
代
の
王
夫
之
は
異
な
る
解

釈
を
展
開
し
て
い
た
。

　

『
周
易
外
伝
』
の
こ
の
句
に
対
す
る
注
釈
に
、
二
つ
の
要
点
が
示
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
「
形
而
上
」
の
「
道
」
と
「
形
而
下
」
の
「
器
」
と
は

全
く
対
立
す
る
二
つ
の
物
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
形

而
上
」
と
「
形
而
下
」
を
区
別
す
る
の
は
論
題
や
視
点
の
違
い
か
ら
の
こ
と
で

あ
り
、「
道
」
と
「
器
」
と
の
間
に
実
質
的
な
限
界
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
道
」
は
「
器
」
の
「
道
」
で
あ
る
が
、「
器
」
は
「
道
」
の
「
器
」
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
道
」
は
「
器
」
を
主
導
し
支
配
す
る
優
越
性
ま
で
失
い
、
か
え
っ

て
「
器
」
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

（
（1
（

。
二
つ
は
、「
道
」
は
「
形
」

に
依
存
す
る
。「
形
而
上
」と
は
形
質
を
超
越
す
る
も
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
「
形
」

に
よ
っ
て
「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
の
区
別
が
初
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

古
今
を
窮
め
、
万
物
を
考
察
し
、
形
に
超
越
す
る
「
道
」
は
存
在
し
な
い

（
（1
（

。
そ

こ
で
、
王
夫
之
は
従
来
の
「
形
に
超
越
す
る
」
こ
と
で
「
形
而
上
」
を
解
釈
す

る
基
本
方
法
を
転
回
し
、
「
道
」
を
「
器
」
に
依
存
す
る
も
の
だ
と
理
解
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
王
船
山
に
よ
る
「
道
」と
は
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「
道
」
は
「
器
」
と
同
体
的
で
あ
り
、
形
体
の
生
成
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
る
。
張
岱
年
の
説
に
従
い
、
そ
れ
を
「
事
物
の
理
則
」
「
箇
体
存

在
の
法
則

（
（1
（

」
と
解
釈
す
る
の
は
正
し
い
と
言
え
よ
う
。
な
ら
ば
、「
道
」
は
「
器
」

の
法
則
・
理
則
で
あ
り
、
必
ず
「
器
」
に
依
拠
し
て
現
れ
、
具
体
的
事
物
か
ら

離
れ
る
理
則
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
王
夫
之
は
程
・
朱
の
本
体

論
と
も
異
な
り
、
横
渠
の
宇
宙
論
と
も
異
な
る
第
三
の
解
釈
を
提
示
し
た
。
そ

れ
は
、
「
道
」
が
規
律
で
あ
る
が
、
物
質
で
は
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
、
宇
宙

論
の
「
元
気
」
と
区
別
し
、
「
道
」
が
「
器
」
に
依
存
し
、
「
器
」
に
よ
っ
て
限

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
本
体
論
的
理
体
と
区
別
す
る
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、「
道
」は
形
が
生
成
し
て
は
じ
め
て
現
れ
る
も
の
と
し
て
、「
器
」

清代漢易学者の道器説について
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と
は
別
体
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
無
形
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。
万
有
引
力
や
質
量
不
変
の
法
則
な
ど
の
法
則
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
コ
ッ

プ
や
石
の
よ
う
な
形
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
器
」
の
法
則
と
し
て
の
「
道
」

も
、
特
別
的
な
「
器
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
哲
学
に
お
け
る
従
来
の
解
釈
に
は
、
「
形

而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下
な
る
者　

之
を
器
と
謂
ふ
」
に
対
す

る
理
解
が
三
種
類
あ
る
。
程
・
朱
に
よ
っ
て
は
、
「
道
」
は
無
形
的
で
、
独
立

的
に
存
在
す
る
本
体
で
あ
り
、
「
器
」
と
「
気
」
の
移
り
変
わ
り
を
主
導
す
る

も
の
で
あ
る
。
孔
穎
達
と
張
載
は
「
道
」
が
ま
だ
形
に
な
っ
て
い
な
い
「
気
」

あ
る
い
わ
「
太
虚
」
で
あ
り
、
有
形
の
万
物
を
生
成
す
る
本
源
だ
と
説
明
す
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
王
船
山
は
「
道
」
が
「
器
」
の
規
律
・
理
則
で
あ
る
と
主
張

し
、「
道
」
と
「
器
」
と
は
互
い
に
規
制
し
合
う
と
い
う
。
王
夫
之
の
い
う
「
道
」

は
有
形
な
も
の
に
依
存
す
る
が
、
理
則
あ
る
い
は
規
律
で
あ
る
以
上
、
や
は
り

無
形
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　

二
、
空
間
概
念
と
し
て
の
道
器
説

　

「
道
器
説
」
に
つ
い
て
、
清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
は
「
上
・
下
」
を

空
間
の
概
念
と
し
て
本
義
に
回
帰
し
、
上
記
の
説
と
は
異
な
る
解
釈
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。
「
上
」
と
「
下
」
は
本
来
、
空
間
の
方
位
を
示
す
言
葉
で
あ
る
が
、

繋
辞
で
は
「
道
」
や
「
器
」
の
存
在
状
態
を
説
明
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
と
い
う
言
い
方
に
素
朴
な
空
間
概
念
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
代
以
降
、
「
形
而
上
・
形
而
下
」
が
論
理

上
の
「
前
・
後
」
「
無
・
有
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
こ
に

お
け
る
空
間
概
念
は
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
原
文
を
読
め
ば
、

こ
の
最
も
素
朴
な
空
間
概
念
は
、
や
は
り
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。　

乾
坤 

其
れ
易
の
蘊
か
。
乾
坤 

列
を
成
し
て
、
易 

其
の
中
に
立
つ
。

乾
坤 

毀
る
れ
ば
、
以
て
易
を
見
る
な
し
、
易 

見
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
乾

坤 

或
い
は
息
む
に
幾
し
。
是
の
故
に
形
而
上
な
る
者
、
之
を
道
と
謂
ひ
、

形
而
下
な
る
者
、
之
を
器
と
謂
ふ
。
化
し
て
之
を
裁
す
る
、
之
を
変
と
謂

ふ
、
推
し
て
之
を
行
ふ
、
之
を
通
と
謂
ひ
、
舉
げ
て
之
を
天
下
の
民
に
錯

く
、
之
を
事
業
と
謂
ふ

（
（1
（

。 

　

原
文
に
あ
る
「
是
の
故
」
（
是
故
）
は
非
常
に
重
要
な
接
続
詞
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
こ
の
句
と
前
の
文
と
の
関
係
性
が
は
っ
き
り

と
示
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
よ
う

（
（1
（

。
「
乾
坤
列
を
成
し
て
、
易
其
の
中
に
立

つ
」
と
い
う
の
は
、
「
乾
」
と
「
坤
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
つ
く
と
い
う
空

間
秩
序
を
意
味
す
る
と
読
み
取
れ
る
。
「
乾
」
は
「
天
」
を
象
徴
し
、
「
坤
」
は

「
地
」
を
象
徴
す
る
こ
と
か
ら
、
「
乾
坤
列
を
成
し
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
乾
」

と
「
坤
」
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
位
置
に
あ
り
、
天
地
が
形
成
し
て
万
物
が
生
じ
、

「
易
」
も
こ
の
過
程
の
中
に
現
れ
、
そ
し
て
空
間
の
秩
序
も
生
成
さ
れ
る
。
こ

の
空
間
概
念
に
よ
れ
ば
、「
形
而
上
の
道
」
が
「
乾
」
と
、「
形
而
下
の
器
」
が
「
坤
」

と
関
連
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
清
代
の
漢
易
学
者
の
解
釈

方
法
で
あ
る
。

　

清
代
の
学
者
で
あ
る
恵
棟
は
、
漢
代
の
易
学
研
究
を
開
く
第
一
人
者
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
は
『
周
易
述
』
に
お
い
て
、
『
易
緯
・
乾
鑿
度
』
の
観
点

を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
説
明
を
展
開
し
て
い
る
。

日本儒教学会報 七
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る
。
そ
し
て
、「
清
」
と
「
濁
」
は
「
気
」
の
二
つ
の
状
態
を
表
し
て
い
る
。
「
清

気
・
濁
気
」
は
「
太
極
」
を
も
と
に
分
化
し
て
き
た
と
恵
棟
は
考
え
る
。
「
清

気
」
が
上
昇
し
て
「
天
」
と
な
り
「
乾
」
と
な
る
が
、「
濁
気
」
が
下
り
て
「
地
」

と
な
り
「
坤
」
と
な
る
。
そ
し
て
「
乾
」
と
「
坤
」
の
二
気
が
交
互
に
移
り
変

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
物
が
生
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
陳
伯
適
は
、
こ
こ

の
「
乾
・
坤
」
は
「
太
極
」
の
二
種
の
勢
い
で
あ
る
と
指
摘
し
、
「
乾
」
は
「
太

極
」
の
生
成
す
る
勢
い
を
表
し
、
「
坤
」
は
「
太
極
」
の
凝
集
す
る
勢
い
を
表

す
と
い
う
。
生
成
の
始
ま
り
か
ら
見
れ
ば
、
「
乾
」
は
も
っ
と
重
要
で
あ
る
が
、

「
坤
」
の
凝
集
す
る
機
能
に
よ
っ
て
万
物
を
生
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
前
後
の

別
は
あ
っ
て
も
、
「
乾
・
坤
」
は
互
い
に
補
い
合
う
関
係
を
も
つ
と
い
う

（
（1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
「
乾
・
坤
」
が
対
応
す
る
「
道
・
器
」
は
、
い
ず
れ
も
「
太

極
」
か
ら
生
ま
れ
た
性
質
の
異
な
る
二
種
の
「
気
」
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
違
い

は
、
「
道
」
に
は
生
成
す
る
勢
い
を
持
ち
、
「
器
」
に
は
凝
縮
す
る
勢
い
を
持
つ

だ
け
な
の
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
、
「
易
」
が
「
乾
坤
」
に
先
立
つ
の
で
あ
る
。

「
道
・
器
」
は
気
が
生
成
し
た
後
、
内
容
を
持
つ
変
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
そ
の
後
の
清
代
漢
易
の
研
究
者
の
多
く
に
受
け
継
が
れ

て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
張
恵
言
と
李
道
平
は
、
次
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
同

様
の
考
え
を
見
せ
て
い
た
。

　

天　

上
に
成
位
し
、
象
を
垂
ら
し
て
道
に
為
し
。
地 

下
に
成
位
し
、

五
行
の
用 

器
に
為
す

（
（2
（

。

　

乾　

道
に
為
す
、
天　

上
に
成
位
し
、
象
を
垂
ら
し
て
道
に
為
し
、

故
に
「
形
而
上
な
る
者
之
を
道
と
謂
ふ
」と
。
坤 

形
に
為
し
、
器
に
為
し
、

地 
下
に
成
位
し
、
五
行
の
用 

器
に
為
し
、
故
に
「
形
而
下
な
る
者
之

を
器
と
謂
ふ
」
と

（
（2
（

。

清代漢易学者の道器説について

　

註
：
『
易
』
説
く
「
易
に
形
畔
無
し
、
易 

変
へ
て
一
に
為
し
、
一

変
へ
て
七
に
為
し
、
七
変
へ
て
九
に
為
し
、
九
は
氣
変
の
究
め
な
り
。

乃
ち
復
た
変
へ
て
一
に
為
し
、
一
は
形
変
の
始
め
」
と
。
①
清
軽
な
る

者
上
り
て
天
に
為
し
、
故
に
形
而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ふ
。
濁
重

な
る
者
下
り
て
地
に
為
し
、
故
に
形
而
下
な
る
者　

之
を
器
と
謂
ふ
な

り
。

　

疏
：
清
軽
な
る
者
上
り
て
天
に
為
し
、
濁
重
な
る
者
下
り
て
地
に
為

す
、
亦
た
『
乾
鑿
度
』
の
文
。
②
乾
息
ま
れ
て
二
に
至
り
、
剛 

坤
五

に
昇
り
、
故
に
清
軽
な
る
者
上
り
て
天
に
為
す
。
乾 

道
に
為
す
、
故

に
形
而
上
な
る
者
之
を
道
と
謂
ふ
。
坤
消
し
て
五
に
至
り
、
則
ち
乾
二

に
降
り
、
故
に
濁
重
な
る
者
下
り
て
地
に
為
す
。
坤
は
器
に
為
し
、
故

に
形
而
下
な
る
者
之
を
器
と
謂
ふ
な
り

（
（1
（

。 

　

彼
は
『
易
緯
』
の
宇
宙
観
を
用
い
、
形
の
な
い
「
易
」
は
変
化
を
経
て
、
具

体
的
な
形
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
形
が
現
れ
た
時
に
、
①
「
清

軽
な
る
者
は
上
り
て
天
と
為
」
っ
て
、
「
道
」
と
な
り
、
「
濁
重
な
る
者
は
下
り

て
地
と
為
」
っ
て
、「
器
」
と
な
る
。
「
道
」
が
「
形
而
上
な
る
者
」
で
あ
る
の
は
、

「
清
軽
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
上
昇
し
て
「
天
」
に
な
る
。
「
器
」
が

「
形
而
下
な
る
者
」
で
あ
る
の
は
、
「
濁
重
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
下

降
し
て
「
地
」
に
な
る
。
こ
こ
で
の
「
上
」
と
「
下
」
は
、
は
っ
き
り
と
空
間

的
な
意
味
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
」
と
「
地
」
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
「
道
器
」
は
、
形
が
生
じ
た
後
に
、
宇
宙
空
間
に
関
連
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
「
上
」
と
「
下
」
は
、
は
っ
き
り
と
空
間
的
な
意
味
合
い
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
」
と
「
地
」
、
及
び
「
乾
」
と
「
坤
」
に
属
す
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彼
ら
二
人
と
も
「
乾
坤
」
を
用
い
て
「
道
器
」
を
解
釈
し
、「
形
而
上
な
る
者
」

と
「
形
而
下
な
る
者
」
を
「
天
」
と
「
地
」
の
区
別
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
彼

ら
は
「
道
」
は
「
天
」
が
上
に
成
位
し
て
象
を
垂
ら
す
こ
と
で
成
り
立
ち
、「
器
」

は
「
地
」
が
下
に
成
位
し
て
具
体
的
な
五
行
の
変
化
と
応
用
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

張
恵
言
は
、
太
極
を
「
有
形
無
質
の
気
」
と
し
、
天
地
は
太
極
の
気
が
分
か

れ
て
で
き
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
道
」
は
「
器
」
の
論
理
的

前
提
で
は
な
く
、
「
器
」
と
同
じ
よ
う
に
「
気
」
で
構
成
さ
れ
た
存
在
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
乾
坤
」
は
「
道
器
」
を
取
っ
て
代
わ
り
、
よ
り
基
礎

的
な
範
疇
と
な
る
。
恵
棟
と
違
い
、
張
恵
言
は
「
乾
元
」
説
を
強
調
し
、
「
坤
」

は
「
乾
」
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
。
「
道
器
」
は
す
べ
て
「
乾
坤
」
の
気
で
あ

る
が
、
「
太
極
」
は
あ
く
ま
で
「
乾
元
の
気
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
た
め
、

「
乾
」
に
対
応
す
る
「
道
」
は
相
変
わ
ら
ず
基
礎
的
位
置
を
有
す
る

（
（2
（

。

　

そ
の
後
の
姚
配
中
は
ま
た
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　

①
形
而
上
下
は
、
易
の
形
而
上
下
な
り
。
②
易
の
形
而
上
、
天
に
在
り

象
を
成
し
、
見
れ
ば
乃
ち
之
を
象
と
謂
ふ
。
易
の
形
而
下
、
地
に
在
り
形

に
成
し
、
形 

乃
ち
之
を
器
と
謂
ふ
。
道
、
陰
陽
の
道
な
り
。
形
上
形
下
、

言
ふ
こ
こ
ろ
は
易
の
見
る
べ
き
は
、
乾
坤 

息
ま
ざ
る
所
以
な
り
、
所
謂
『
周

易
』
な
り

（
（2
（

。

　

姚
配
中
の
哲
学
体
系
に
お
い
て
、
「
易
」
は
気
で
あ
る
。
即
ち
太
極
で
あ
り
、

道
本
で
あ
る
、
元
な
の
で
あ
る

（
（2
（

。
だ
か
ら
上
の
記
述
で
、
姚
配
中
は
、
「
易
」

を
天
地
の
間
に
絶
え
ず
移
り
変
わ
っ
て
い
る
運
動
的
で
変
化
す
る
気
と
し
て
描

い
て
い
る
。
①
「
形
而
上
下
」
は
「
気
」
と
し
て
「
易
」
が
上
下
を
周
遊
す
る

状
態
を
指
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
②
「
易
」
が
上
を
運
動
す
る
と
「
天
に
在
り

象
を
成
し
」
と
な
り
、
「
易
」
が
下
を
運
動
す
る
と
「
地
に
在
り
形
に
成
し
」

と
な
る
。
即
ち
道
と
器
で
あ
る
。
恵
棟
と
比
べ
て
、
姚
配
中
は
乾
坤
の
気
が
周

遊
し
て
変
化
し
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
。
彼
は
「
乾
元
」
を
基
本
だ
と
考

え
ず
、
「
太
極
」
よ
り
「
陰
陽
」
二
気
を
生
じ
、
そ
の
変
合
よ
り
万
物
が
順
次

に
発
生
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

曹
元
弼
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
受
け
継
い
で
い
る
。
彼
は
『
周
易
集
解
補
釈
』

の
中
で
、
上
記
の
考
え
を
引
用
し
、
さ
ら
に
「
形
上
形
下
、
一
元
氣
の
周
流
す

る
所
、
乾
坤
に
之
を
見
る

（
（2
（

。
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
姚
配
中

の
言
う
周
遊
変
動
の
「
易
」
を
「
元
気
」
に
理
解
し
、
「
形
上
の
道
」
も
「
形

下
の
器
」
も
、
「
元
気
」
が
周
流
し
て
で
き
た
状
態
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
乾
坤
」

で
あ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
、
「
元
気
」
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
道
器
」
を
「
乾
坤
」

に
対
応
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
は
「
元
気
」
の
止
ま

な
い
周
流
に
よ
っ
て
、
互
い
に
通
じ
合
う
関
連
状
態
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
元

気
」
の
止
ま
ず
に
周
流
す
る
状
態
が
、
「
乾
坤
」
で
構
成
さ
れ
た
天
地
空
間
に

現
れ
た
の
で
あ
る
。

　

上
に
述
べ
て
き
た
解
釈
は
い
ず
れ
も
、
「
形
而
上
」
と
「
形
而
下
」
を
空
間

概
念
と
関
連
づ
け
、
「
気
」
か
ら
な
る
異
な
る
状
態
だ
と
考
え
て
い
る
。
「
形
而

上
」
は
「
天
」
と
「
乾
」
、「
形
而
下
」
は
「
地
」
と
「
坤
」
に
対
応
す
る
。
「
形

而
上
・
形
而
下
」
が
指
し
示
す
も
の
は
、
天
地
の
生
成
と
そ
の
存
在
状
態
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
「
道
器
」
を
中
身
の
あ
る
存
在
と
み
な
し
、
物
質
性
を

含
む
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
「
天
地
」
あ
る
い
は
「
乾
坤
」
が
、
「
気
」
の
上
昇

と
下
降
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
道
器
も
、
「
気
」

に
よ
っ
て
関
係
し
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
道
」も
「
器
」

日本儒教学会報 七
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清代漢易学者の道器説について

も
「
天
地
」
が
で
き
た
後
の
状
態
で
あ
り
、
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
「
乾

坤
」
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
道
器
」
は
空
間
に
関
す
る

概
念
と
な
り
、
物
質
的
な
意
味
合
い
が
含
ま
ら
れ
、「
天
地
」
あ
る
い
は
「
乾
坤
」

の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
は
、
漢
代
の
思

想
と
強
く
関
連
し
て
い
る
が
、
清
代
の
学
者
は
そ
れ
を
さ
ら
に
整
理
し
て
統
合

し
た
。
こ
こ
か
ら
そ
れ
ら
議
論
を
さ
ら
に
詳
し
く
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　
　

三
、
清
代
の
漢
易
道
器
説
は
漢
代
の
「
気
論
」
、

　
　
　
　
　

「
元
論
」
に
対
す
る
継
承
と
発
展

　

清
代
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
は
、
「
道
器
」
を
「
気
」
と
す
る
観
点
は
、
す

べ
て
漢
代
に
あ
っ
て
い
る
。「
気
」で
宇
宙
の
生
成
と
変
化
を
論
じ
る
言
い
方
は
、

先
秦
の
時
期
に
す
で
に
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
周
幽
王
二
年
（
前
７
８
０
年
）

に
起
き
た
地
震
の
原
因
を
記
し
た
『
国
語
・
周
語
』
で
は
、
「
天
地
の
気
」
と

い
う
観
念
で
説
明
し
て
い
る

（
（2
（

。
天
地
の
間
に
は
「
陰
気
」
と
「
陽
気
」
に
分
け

ら
れ
る
「
気
」
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
「
気
」
の
間
に
一
定
の
秩
序
が
あ
る
。

こ
の
秩
序
が
乱
れ
る
と
、
地
震
や
川
原
渋
滞
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
。
上
博
簡

『
恒
先
』
篇
で
は
、
「
気
」
を
「
清
気
」
と
「
濁
気
」
に
分
け
、
「
濁
気　

地
を

生
み
、
清
気　

天
を
生
む
」
と
し
て
い
る

（
（2
（

。
『
荘
子
・
至
楽
』
で
は
さ
ら
に
「
気
」

の
変
化
に
よ
っ
て
生
命
が
生
ま
れ
る
過
程
を
描
い
て
い
る
。
「
混
沌
」
の
中
で
、

「
気
」
が
生
ま
れ
て
変
化
し
て
形
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
生
命

が
生
ま
れ
る
と
す
る

（
（2
（

。
要
す
る
に
、
こ
の
時
期
の
気
論
の
重
点
は
、
「
気
」
に

対
し
て
区
分
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

漢
代
の
思
想
は
、
そ
れ
を
宇
宙
全
体
の
生
成
と
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、『
淮
南
子
』
は
、「
虚
廓
」
か
ら
「
宇
宙
」
を
生
み
、「
宇
宙
」
は
「
気
」

を
生
み
、「
気
」
の
中
で
「
清
陽
者
」
は
上
昇
し
て
「
天
」
に
な
り
、「
重
濁
者
」

は
下
り
て
「
地
」
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
天
地
と
万
物
を
化
生
す
る
過
程
を
指
摘

す
る

（
（3
（

。
『
易
緯
・
乾
鑿
度
』
は
宇
宙
の
生
成
過
程
を
「
太
易
」
、
「
太
初
」
、
「
太

始
」
、
「
太
素
」
の
四
段
階
に
分
け
て
い
る
。
「
太
易
」
に
は
ま
だ
気
が
な
い
が
、

「
太
初
」
に
は
気
が
生
じ
、「
太
始
」
に
は
形
が
あ
り
、「
太
素
」
に
は
質
が
あ
る
。

形
が
あ
る
と
、
清
軽
の
者
は
上
昇
し
て
天
と
な
り
、
濁
重
の
者
は
下
降
し
て
地

と
な
る

（
（3
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
宇
宙
論
で
は
、
陽
気
と
陰
気
を
区
別
し
た
上

で
、
気
を
形
の
な
い
も
の
に
遡
っ
て
、
形
の
あ
る
宇
宙
の
万
物
を
含
み
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、
漢
代
の
「
気
論
」
は
、
宇
宙
の
万
物
は
「
気
」
の
生
成
の

変
化
か
ら
生
じ
、
無
形
か
ら
有
形
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

「
天
地
」
も
「
気
」
の
動
き
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
「
天
」
は
上
に
位
置
し
、
陽

性
の
力
を
代
表
す
る
た
め
、
「
清
気
」
と
「
陽
気
」
に
一
致
し
、
清
軽
と
剛
健

の
特
質
を
持
つ
。
ま
た
、
「
地
」
は
下
に
位
置
し
、
目
に
見
え
る
具
体
的
な
形

を
持
ち
、
従
順
的
で
陰
性
の
力
を
代
表
す
る
た
め
、
「
濁
気
」
と
「
陰
気
」
に

一
致
す
る

（
（3
（

。
つ
ま
り
、
先
秦
時
代
の
清
濁
と
陰
陽
の
論
じ
方
は
気
論
と
結
び
つ

け
、
一
つ
の
纏
ま
っ
た
宇
宙
生
成
観
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
み

は
清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
た
ち
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
彼
ら
の
易
学

的
宇
宙
観
を
構
成
す
る
基
礎
と
な
っ
た

（
（3
（

。

　

清
代
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
は
、
漢
代
の
「
気
論
」
を
継
承
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
漢
代
の
「
元
論
」
も
継
承
し
発
展
さ
せ
る
。
「
元
」
と
い
う
こ
と
ば
は

漢
代
に
す
で
に
見
え
始
め
た
が
、
経
伝
的
な
解
釈
で
は
、「
始
ま
り
」
や
「
基
礎
」

と
な
る
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
、
『
春
秋
』
で
言
う
王
の
統
治
の
始
ま

り
と
し
て
の
「
元
年
」
は
漢
代
に
な
る
と
、
す
で
に
重
要
な
基
礎
的
意
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
董
仲
舒
は
「
元
」
を
「
始
ま
り
」
と
「
万
物
の
本
」
と
解
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釈
し
た

（
（3
（

。
『
周
易
』
で
は
、
『
乾
・
文
言
』
が
「
元
亨
利
貞
」
を
四
つ
の
徳
目
と

し
て
お
り
、
「
元
」
は
「
善
」
を
内
包
し
て
い
る
。
『
彖
伝
』
で
は
「
乾
・
坤
」

を
説
く
と
き
、
「
乾
元
」
は
万
物
を
創
始
さ
せ
、
「
坤
元
」
は
万
物
を
生
成
さ
せ

た
と
ほ
め
、
「
乾
元
」
と
「
坤
元
」
を
天
地
の
始
ま
り
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
意
味
で
、
「
元
」
は
生
成
論
的
な
意
味
し
か
持
た
ず
、
本
体
論
的
な
意
味
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

恵
棟
は
『
易
微
言
・
元
』
の
中
で
、
漢
代
の
文
献
を
多
く
引
用
し
、
「
乾
」

を
初
め
と
し
、
よ
っ
て
万
物
は
「
乾
」
を
「
本
」
と
す
る
。
し
か
し
乾
坤
を
「
一

元
」
に
合
わ
せ
、
「
乾
」
を
「
天
」
と
し
始
と
し
、
「
坤
」
が
「
気
」
の
初
め
で

あ
る

（
（3
（

。
そ
し
て
、
万
物
の
生
成
は
「
乾
」
を
核
心
に
す
る
た
め
、
故
に
「
乾
」

が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
時
に
、
乾
元
と
坤
元
と
は
「
一
元
」

に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
一
元
」
が
乾
元
と
坤
元
と
の
本
質
的

な
違
い
を
示
し
て
い
な
い
の
で
、
生
成
論
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
し
ょ
う

（
（3
（

。

　

恵
棟
が
乾
元
の
重
要
性
を
強
調
し
、
乾
坤
を
一
元
に
合
わ
せ
た
上
で
、
張
恵

言
は
、「
乾
元
」を
「
本
」と
す
る
考
え
を
明
確
に
提
出
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
「
坤
」

に
「
元
」
が
な
く
、「
乾
元
」
に
依
存
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、「
太
極
」
は
「
乾

元
の
気
」で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
彼
は
独
自
の
易
学
体
系
を
構
築
す
る
。

し
か
し
、
彼
は
「
元
」
を
宇
宙
の
本
体
と
し
て
で
は
な
く
、
宇
宙
生
成
論
の
視

点
で
「
易
」
の
「
消
息
」
変
化
を
語
る
こ
と
が
多
か
っ
た

（
（3
（

。

　

姚
配
中
は
さ
ら
に
「
元
」
の
観
念
を
深
化
さ
せ
、
「
元
」
が
「
天
地
の
始
ま

り
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
天
に
立
つ
本
」
で
も
あ
り

（
（3
（

、
生
成
論
と
本
体
論
の
両

方
を
内
包
し
て
い
る
と
彼
は
指
摘
す
る
。
彼
は
老
子
の
言
葉
を
用
い
「
元
」
を

描
き

（
（3
（

、
「
元
」
が
本
体
と
し
て
把
握
で
き
な
い
神
妙
な
状
態
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
元
」
が
「
気
」
を
生
み
出
し
て
か
ら
万
物
が
進
化
し
て
い
く
状
態
を
示
し
て

い
る
。
本
体
で
あ
る
「
元
」
が
「
気
」
の
変
化
に
よ
っ
て
「
乾
元
・
坤
元
」
と

な
り
、
上
下
が
交
感
し
て
万
物
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
同
時
に
、
本
体
論
的
な

意
味
で
は
、
「
形
而
上
の
道
」
と
し
て
の
「
乾
元
」
も
、
創
始
の
働
き
に
よ
っ

て
、
よ
り
根
本
的
な
位
置
に
あ
る
と
論
を
展
開
す
る

（
（4
（

。
つ
ま
り
姚
配
中
は
、「
元
」

の
観
念
を
考
え
の
中
核
と
し
て
、
「
元
」
を
本
体
と
す
る
思
想
体
系
を
構
築
し

た
の
で
あ
る
。
陳
泳
琳
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
姚
配
中
が
構
築
し
た
「
易
元
」

の
理
論
は
、
孔
子
易
伝
か
ら
始
ま
っ
た
「
易
元
」
の
説
を
受
け
継
ぎ
、
漢
魏
の

儒
者
の
解
釈
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
継
承
と
開
拓
の
功
を
併
せ
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る

（
（4
（

。

　

要
す
る
に
、
清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
た
ち
は
漢
代
の
「
気
論
」
と
「
元

論
」
を
継
承
し
た
。
「
気
論
」
に
つ
い
て
、
元
気
が
生
成
さ
れ
た
後
、
天
地
に

分
け
ら
れ
、「
形
而
上
」
を
「
乾
元
・
天
・
道
」
と
し
、「
形
而
下
」
を
「
坤
元
・
地
・

器
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
道
」
は
実
体
的
な
意
味
合
い
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、「
気
」
だ
け
で
な
く
、「
象
」
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

孔
穎
達
や
張
載
の
「
無
形
の
気
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
「
元
論
」
に
つ
い
て
、「
道
」

が
「
乾
」
に
つ
な
が
り
、「
乾
」が
易
学
の
中
で
主
導
的
な
地
位
を
持
つ
た
め
、「
道
」

は
依
然
と
し
て
「
坤
」
と
し
て
の
「
器
」
を
含
み
、
論
理
的
に
優
先
さ
れ
る
立

場
に
あ
る
。
そ
し
て
「
元
論
」
の
視
座
に
基
づ
い
て
、
「
道
」
が
抽
象
的
な
理

則
に
変
化
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
「
器
」
を
支
配
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
要
す
る
に
、
「
元
気
」
の
変
化
に
よ
っ
て
、
天
地
が
位
置
さ
れ
、
万
物
が

生
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

終
わ
り
に

　

中
国
の
古
典
哲
学
の
中
で
、
「
形
而
上
な
る
者　

之
を
道
と
謂
ひ
、
形
而
下

な
る
者　

之
を
器
と
謂
ふ
」
と
い
う
重
要
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
、
三
種
類
の
理
解

日本儒教学会報 七
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が
呈
示
さ
れ
て
き
た
。
程
・
朱
に
よ
る
と
、
「
道
」
が
無
形
的
な
、
独
立
的
存

在
と
す
る
本
体
で
あ
る
。
孔
穎
達
と
張
載
は
「
道
」
が
有
形
の
万
物
を
生
成
す

る
本
源
だ
と
考
え
る
。
王
船
山
は
「
道
」
が
「
器
」
の
規
律
・
理
則
で
あ
り
、「
道
」

と
「
器
」
は
互
い
に
規
制
し
合
う
も
の
だ
と
主
張
す
る
。

　

清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
は
、
漢
代
の
文
献
の
収
集
と
総
合
を
通
じ
て
、

「
道
器
」
と
「
乾
坤
」
を
結
び
つ
け
、
「
天
地
」
あ
る
い
は
「
乾
坤
」
が
「
気
」

の
上
昇
と
下
降
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
道
器
も
、
「
気
」
に
よ
っ
て
関
係
し
合
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
「
道
」
は
天
が
形
成
す
る
後
に
垂
れ
る
「
象
」
で
あ
り
、
「
器
」
の
拠
る

準
則
で
も
あ
る
。
こ
の
解
釈
で
は
「
道
器
」
は
空
間
に
関
す
る
概
念
と
し
て
、

物
質
的
な
内
包
を
も
ち
、
「
天
地
・
乾
坤
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
た
ち
は
漢
代
の
「
気
論
」
と
「
元
論
」
を
継

承
し
た
。
前
者
は
気
化
の
「
天
地
」
と
し
て
の
「
道
器
」
の
あ
り
方
を
描
き
、

後
者
は
「
道
」
の
支
配
的
な
地
位
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
漢
代
の
文
献
を

整
理
し
て
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
代
の
漢
易
を
研
究
す
る
学
者
た
ち
は
、

本
質
的
な
違
い
が
な
い
「
道
器
」
の
根
源
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
変
化

し
、
生
き
生
き
と
し
た
世
界
を
描
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
注

（
１
）　

本
論
文
は
、
渡
邉
義
浩
先
生
、
張
懐
慈
、
長
谷
川
隆
一
、
伊
藤
涼
な
ど
の
方
々

の
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）　

陳
贇
『
道
器
之
辨
与
理
氣
之
辨
：
一
種
思
想
区
域
劃
分
的
嘗
試
―
宋
明
儒
家
形

上
学
之
批
判
』
（
聊
城
大
学
学
報
「
社
会
科
学
版
」
二
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
３
）　

陳
屹
『
道
器
之
辨
中
的
三
種
範
式
及
其
転
換
』（
『
周
易
研
究
』
六
、
二
〇
一
〇
年
）

を
参
照
。

（
４
）　

夏
芬
『
「
道
」
「
器
」
三
种
詮
釋
視
角
―
基
于
「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者

謂
之
器
」
的
歴
代
注
釈
』（
『
文
化
発
展
論
叢
（
中
国
卷
）
』
一
、
二
〇
一
五
年
に
所
収
）

を
参
照
。

（
５
）　

張
岱
年
『
中
国
哲
学
大
綱
・
上
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
６
）　

余
敦
康
『
周
易
』
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
７
）　

「
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
。
若
如
或
者
以
清
虚
一
大
為
天
道
、
則

乃
以
器
言
、
而
非
道
也
」
（
『
二
程
遺
書
』
巻
十
一　

師
訓
）
。

（
８
）　

「
形
而
上
為
道
、
形
而
下
為
器
、
須
著
如
此
説
。
器
亦
道
、
道
亦
器
」
（
『
二
程
遺
書
』

巻
一　

端
伯
伝
師
説
）
。

（
９
）　

「
『
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
』
道
非
陰
陽
也
、
所
以
一
陰
一
陽
道
也
」
（
『
二
程
遺
書
』

巻
三　

謝
顕
道
記
憶
平
日
語
）
。「
離
了
陰
陽
更
無
道
、
所
以
陰
陽
者
是
道
也
。
陰
陽
、

氣
也
。
氣
是
形
而
下
者
、
道
是
形
而
上
者
」
（
『
二
程
遺
書
』
巻
十
五　

入
関
語
録
）
。

（
10
）　

「
天
地
之
間
、
有
理
有
氣
。
理
也
者
、
形
而
上
之
道
也
、
生
物
之
本
也
。
氣
也
者
、

形
而
下
之
器
也
、
生
物
之
具
也
。
是
以
人
物
之
生
、
必
稟
此
理
然
後
有
性
、
必
稟

此
氣
然
後
有
形
」
（
『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
十
八　

答
黄
道
夫
）
。

（
11
）　

「
『
形
而
上
』
是
無
形
体
者
、
故
形
以
上
者
謂
之
道
也
。
『
形
而
下
』
是
有
形
体
者
、

故
形
以
下
者
謂
之
器
。
無
形
跡
者
、
即
道
也
、
如
『
大
徳
敦
化
』
是
也
。
有
形
跡
者
、

即
器
也
、
見
於
事
実
、
如
禮
義
是
也
…
…
凡
不
形
以
上
者
、
皆
謂
之
道
、
惟
是
有

無
相
接
与
形
不
形
処
知
之
為
難
。
須
知
氣
従
此
首
、
蓋
為
氣
能
一
有
無
。
無
則
氣

自
然
生
、
是
道
也
、
是
易
也
」
（
『
横
渠
易
説
』
巻
三　

繋
辞
上
）
。

（
12
）　

「
是
故
『
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
』
者
、
道
是
無
体
之
名
、
形
是

有
質
之
称
。
凡
有
従
無
而
生
、
形
由
道
而
立
、
是
先
道
而
後
形
、
是
道
在
形
之
上
、

形
在
道
之
下
。
故
自
形
外
已
上
者
謂
之
道
也
、
自
形
内
而
下
者
謂
之
器
也
。
形
雖

処
道
器
両
畔
之
際
、
形
在
器
、
不
在
道
也
。
既
有
形
質
、
可
為
器
用
、
故
云
『
形

而
下
者
謂
之
器
』
也
」
（
『
周
易
正
義
』
巻
七　

繋
辞
上
）
。

清代漢易学者の道器説について
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（
13
）　

「
『
上
下
』
者
、
初
無
定
界
、
従
乎
所
擬
議
而
施
之
謂
也
。
然
則
上
下
無
殊
畛
、

而
道
器
無
異
体
、
明
矣
。
道
者
器
之
道
、
器
者
不
可
謂
之
道
之
器
也
」
（
『
周
易
外
伝
』

巻
五　

繋
辞
上
伝
第
十
二
章
）
。

（
14
）　

「
形
而
上
者
、
非
無
形
之
謂
。
既
有
形
矣
、
有
形
而
後
有
形
而
上
。
無
形
以
上
、

亘
古
今
、
通
万
変
、
窮
天
窮
地
、
窮
人
窮
物
、
皆
所
未
有
也
。
…
…
器
而
後
有
形
、

形
而
後
有
上
。
無
形
無
下
、
人
所
言
也
。
無
形
無
上
、
顕
然
易
見
之
理
」（
『
周
易
外
伝
』

巻
五　

繋
辞
上
伝
第
十
二
章
）
。

（
15
）　

注
５
前
掲
書
一
三
六
頁
を
参
照
。
ま
た
、
張
岱
年
『
中
国
古
典
哲
学
概
念
範
畴

要
論
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
八
三
頁
を
参
照
。

（
16
）　

「
乾
坤
其
易
之
蘊
邪
。
乾
坤
成
列
。
而
易
立
乎
其
中
矣
。
乾
坤
毀
。
則
無
以
見
易
。

易
不
可
見
。
則
乾
坤
或
幾
乎
息
矣
。
是
故
形
而
上
者
。
謂
之
道
。
形
而
下
者
。
謂
之
器
。

化
而
裁
之
。
謂
之
変
。
推
而
行
之
。
謂
之
通
。
擧
而
錯
之
天
下
之
民
」
謂
之
事
業
（
『
周

易
』
巻
七　

繋
辞
）
。
な
お
、
本
田
済
『
易
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
）
を
参
照
。

（
17
）　

史
寧
中
は
こ
の
接
続
詞
の
重
要
性
に
注
目
し
、
「
所
以
」
と
「
原
因
」
の
二
通
り

の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
示
唆
し
た
。
彼
は
春
秋
戦
国
時
代
の
文
献
に
「
故
」
が
「
原

因
」
を
表
す
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
「
形
而
上
な
る
者
、
こ
れ
を
道
と

謂
い
、
形
而
下
な
る
者
、
こ
れ
を
器
と
謂
う
」
と
い
う
判
断
は
、
「
乾
坤
と
易
と
の

関
係
」
を
含
む
、
よ
り
一
般
的
な
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
史
寧
中
『
「
形
而

上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
」
評
析
』
（
『
古
代
文
明
』
四
ー
三
、
二
〇
一
〇
年
）

を
参
照
。

（
18
）　

「
注
：
易
説
：
易
無
形
畔
、
易
変
而
為
一
、
一
変
而
為
七
、
七
変
而
為
九
、
九
者
氣

変
之
究
也
。
乃
復
変
而
為
一
、
一
者
形
変
之
始
。
①
清
軽
者
上
為
天
、
故
形
而
上
者

謂
之
道
；
濁
重
者
下
為
地
、
故
形
而
下
者
謂
之
器
也
。
」
「
疏
：
清
軽
者
上
為
天
、

濁
重
者
下
為
地
、
亦
乾
鑿
度
文
。
②
乾
息
至
二
、
剛
升
坤
五
、
故
清
軽
者
上
為
天
。

乾
為
道
、
故
形
而
上
者
謂
之
道
。
坤
消
至
五
、
則
降
乾
二
、
故
濁
重
者
下
為
地
。

坤
為
器
、
故
形
而
下
者
謂
之
器
也
」
（
『
周
易
述
』
巻
十
六　

繋
辞
上
伝
）
。

（
19
）　

陳
伯
適
『
惠
棟
易
学
研
究
・
第
四
冊
』（
花
木
蘭
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
20
）　

「
天
成
位
於
上
、
垂
象
為
道
。
地
成
位
於
下
、
五
行
之
用
為
器
」
（
『
周
易
虞
氏
義
』

巻
七
）
。

（
21
）　

「
乾
為
道
、
天
成
位
於
上
、
垂
象
為
道
、
故
『
形
而
上
者
謂
之
道
』
。
坤
為
形
、
為
器
、

地
成
位
於
下
、
五
行
之
用
為
器
、
故
『
形
而
下
者
謂
之
器
』
」
（
『
周
易
集
解
纂
疏
』

巻
八　

繋
辞
上
第
八
）
。

（
22
）　

「
有
形
而
無
質
、
是
為
太
極
。
」
「
二
麗
於
一
、
乾
有
元
、
而
坤
凝
之
以
為
元
。
其
実
、

坤
無
元
也
。
」
「
乾
元
之
氣
、
正
乎
六
位
則
謂
之
道
、
即
太
極
之
正
也
」
（
『
周
易
虞

氏
消
息
』
巻
一　

易
有
太
極
為
乾
元
第
一
）
。

（
23
）　

「
①
形
而
上
下
、
易
形
而
上
下
也
。
②
易
形
而
上
、
在
天
成
象
、
見
乃
謂
之
象
。

易
形
而
下
、
在
地
成
形
、
形
乃
謂
之
器
。
道
、
陰
陽
之
道
也
。
形
上
形
下
、
言
易
可
見
、

乾
坤
所
以
不
息
也
、
所
謂
『
周
易
』
也
」（
『
周
易
姚
氏
学
』
巻
十
四　

周
易
繋
辞
上
伝
）
。

（
24
）　

林
忠
軍
『
論
姚
配
中
的
「
元
」
哲
学
建
構
与
乾
嘉
易
学
哲
学
』（
湖
南
大
学
学
報
「
社

会
科
学
版
」
一
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
25
）　

「
蓋
陰
陽
之
生
物
、
必
陰
自
為
陰
、
陽
自
為
陽
、
而
後
二
者
合
、
物
乃
生
焉
。
若

本
自
和
合
、
則
不
能
生
。
此
太
極
所
以
必
分
為
二
、
二
乃
復
合
也
。
」
「
陰
陽
合
而
後

万
物
生
、
孤
陰
孤
陽
不
能
生
物
也
」（
『
周
易
姚
氏
学
』
巻
第
十
四　

周
易
繋
辞
上
伝
）
。

（
26
）　

「
形
上
形
下
、
一
元
氣
之
所
周
流
、
於
乾
坤
見
之
」
（
『
周
易
集
解
補
釋
』
巻
第

十
四 

周
易
繋
辞
上
伝
）
。

（
27
）　

「
周
将
亡
矣
！
夫
天
地
之
氣
、
不
失
其
序
、
若
過
其
序
、
民
乱
之
也
。
陽
伏
而
不

能
出
、
陰
迫
而
不
能
蒸
、
於
是
有
地
震
。
今
三
川
実
震
、
是
陽
失
其
所
而
鎮
陰
也
。

陽
失
而
在
陰
、
川
源
必
塞
。
源
塞
、
国
必
亡
」
（
『
国
語
』
巻
第
一　

周
語
上
）
。

（
28
）　

余
紹
宏
、
張
青
松
『
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
簡
集
釋
』
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
29
）　

「
察
其
始
而
本
無
声
、
非
徒
無
生
也
、
而
本
無
形
。
非
徒
無
形
也
、
而
本
無
氣
。

雑
乎
芒
芴
之
間
、
変
而
有
氣
、
氣
変
而
有
形
、
形
変
而
有
生
。
今
又
変
而
之
死
、

是
相
与
為
春
秋
冬
夏
四
時
行
也
」
（
『
庄
子
集
釈
』
巻
六
下　

至
楽
第
十
八
）
。

（
30
）　

「
道
始
於
虚
廓
、
虚
廓
生
宇
宙
、
宇
宙
生
氣
、
氣
有
涯
垠
、
清
陽
者
薄
靡
而
為
天
、

日本儒教学会報 七
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重
濁
者
凝
滞
而
為
地
、
清
妙
之
合
專
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
、
故
天
先
成
而
地
後
定
。

天
地
之
襲
精
為
陰
陽
、
陰
陽
之
專
精
為
四
時
、
四
時
之
散
精
力
万
物
」
（
『
淮
南
子
』

巻
三　

天
文
訓
）
。

（
31
）　

「
夫
有
形
生
於
無
形
、
乾
坤
安
従
生
？
故
曰
：
有
太
易
、
有
太
初
、
有
太
始
、
有

太
素
也
。
太
易
者
、
未
見
氣
也
；
太
初
者
、
氣
之
始
也
。
太
始
者
、
形
之
始
也
。

太
素
者
、
質
之
始
也
。
氣
形
具
而
未
離
、
故
曰
混
沌
。
混
沌
者
、
言
万
物
相
混
成

而
未
相
離
、
視
之
不
見
、
聴
之
不
聞
、
循
之
不
得
、
故
曰
易
也
。
」
林
忠
軍
『
易
緯

導
讀
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
32
）　

『
説
文
解
字
』
で
は
「
元
氣
初
分
、
軽
清
陽
為
天
、
重
濁
陰
為
地
」
と
説
明
し
て

い
る
（
『
説
文
解
字
』
巻
十
三　

土
部
）
。
「
清
気
」
を
「
陽
気
」
に
結
び
つ
け
て
天

に
配
し
て
、「
濁
気
」
を
「
陰
気
」
に
結
び
つ
け
て
地
に
配
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
33
）　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
漢
代
の
文
献
は
こ
の
宇
宙
観
を
論
述
す
る

と
こ
ろ
は
、「
道
器
」
の
枠
組
み
を
直
接
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
文
献
を
も
と
に
す
れ
ば
、
上
記
の
説
は
清
人
の
推
測

あ
る
い
は
改
造
に
よ
る
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
34
）　

「
元
者
、
始
也
、
言
本
正
也
」
（
『
春
秋
繁
露
』
巻
第
四　

王
道
第
六
）
。
「
惟
聖
人

能
属
万
物
於
一
、
而
系
之
元
也
、
終
不
及
本
所
従
来
而
承
之
、
不
能
遂
其
功
。
是
以
『
春

秋
』
変
一
謂
之
元
。
元
猶
原
也
、
其
義
以
随
天
地
終
始
也
。
故
人
惟
有
終
始
也
而
生
、

不
必
応
四
時
之
変
、
故
元
者
為
万
物
之
本
、
而
人
之
元
在
焉
」
（
『
春
秋
繁
露
』
巻

第
五　

重
政
第
十
三
）
。

（
35
）　

「
元
、
始
也
。
乾
初
為
道
本
、
故
曰
元
。
」「
筴
取
始
于
乾
、猶
万
物
之
生
本
乎
天
。
」「
乾

坤
相
竝
俱
生
、
合
于
一
元
、
故
万
一
千
五
百
二
十
筴
、
皆
受
始
于
乾
、
由
坤
而
生
也
。

天
地
既
分
、
陽
升
陰
降
、
坤
為
順
、
故
順
承
天
」
（
惠
棟
『
周
易
述
・
卷
二
十
二
』　

易
微
言
上
・
元
）
。

（
36
）　

恵
棟
は
こ
こ
で
先
人
の
説
を
集
め
て
註
解
し
た
だ
け
で
、
自
分
の
考
え
を
体
系

的
に
述
べ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
恵
棟
は
「
元
」
の
思
想
を
体
系
的
に
説
明
し
て

い
な
い
で
あ
る
。

（
37
）　

蘇
建
強
、
於
洋
「
従
『
自
然
生
化
』
之
視
域
到
『
易
学
消
息
』
之
視
域

―
論

張
惠
言
『
太
極
』
觀
矛
盾
両
面
向
之
統
一
」（
山
東
大
学
学
報
「
哲
学
社
会
科
学
版
」

二
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
38
）　

「
元
、
為
天
地
之
始
、
乃
所
以
立
天
之
本
」
（
『
周
易
姚
氏
学
』
巻
一　

周
易
上
経

彖
上
伝
象
上
伝
）
。

（
39
）　

「
蓋
元
者
、
視
之
不
見
、
聴
之
不
聞
、
範
囲
不
過
、
曲
成
不
遺
。
在
天
成
象
、
在

地
成
形
、
見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之
氣
、
皆
元
也
」（
『
周
易
姚
氏
学
』
序　

賛
元
第
一
）
。

（
40
）　

呂
相
国
は
、「
主
宰
の
意
味
で
は
、
元
は
乾
元
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
呂
相
国
『
姚

配
中
「
元
」
視
域
下
「
象
數
」
与
「
義
理
」
的
統
一
』（
『
周
易
研
究
』
一
、
二
〇
一
五
年
）

を
参
照
。

（
41
）　

陳
泳
琳
『
姚
配
中
周
易
姚
氏
学
研
究
』
（
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

を
参
照
。

清代漢易学者の道器説について


